
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校算数科Ⅱ講座(平成 23年９月 27日開催)

では，６年生の「速さの表し方を考えよう」の単

元で研究授業を行いました。新学習指導要領を踏

まえ，算数的活動(児童が筋道を立てて考えた式や

その過程を自分の言葉で説明する活動)を重視し

た授業を提案しました。 

 授業は，つかむ・見通す・自力解決・学び合い・

まとめる，の５段階で構成し，学び合いの段階が

深まりのある学習となるよう，ペア学習やグルー

プ活動の時間を位置付けました。 

 また，児童の意欲を喚起し多様な考え方を引き

出す手立てとして，教師の指導や児童の活動の場

面においてＩＣＴ機器を効果的に活用しました。  

 受講者からは，「授業の流れが大変参考になっ

た」「捉えにくい“速さ”を，プレゼンテーション

を使って分かりやすく把握させていた。自分も，

授業の中でＩＣＴ機器を効果的に活用していこう

と思った」等の声が寄せられました。 

 

これまでの講座授業の指導案やワークシートは，教育センターのホームページからダウンロードできます。「研究・調査」の「講座授業事

例」をご覧下さい。本年度に実施した分は，随時発信する予定です。    http://www.saga-ed.jp/tanken/kouza_jirei/ 

子どもたちの輝く未来のために！ 

佐賀県教育センター http://www.saga-ed.jp/ 
〒840-0214 佐賀県佐賀市大和町大字川上 
TEL 0952-62-5211(代) FAX 0952-62-6404 

平成２４年１月２１日発行  

● 講座授業 

● 特集 

新学習指導要領における 

学習評価の進め方-中学校版- 

● 教育論文・ＩＣＴ活用実践研究入賞者発表 

● 教育実践交流会のご案内 

教育センターニュース 

１２２号 

掲載記事 

業  授 

座  講  
 教育センターでは，教科・領域に関する研修講座において，所員による研究授業を

行っています。今年度は，６月から 11月の間に， 18 の研究授業を行いました。 

■小 学 校 国語，算数，生活，図画工作，道徳，外国語活動，特別活動 

■中 学 校 理科，音楽，美術，特別活動，技術・家庭(技術分野)，外国語，道徳 

■高等学校 国語，理科(化学)，外国語，家庭 

 来年度の研究授業は，16 の教科・領域で行います。是非ご参加ください。 

算数的活動を重視した授業の提案 

研修講座に，ご参加ください。 
 来年度の研修講座でも，新学習指導

要領を踏まえ，佐賀県教育の基本方針

に即した授業の提案を行う予定です。 

 学習評価の方法や児童生徒が輝く

授業づくり等，各教科・領域で工夫を

凝らした授業を提案します。 



♫ ♩  ♬ ♬ ♩ 中学校音楽の学習評価 

新学習指導要領における 
特 
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平成 24 年度から，中学校でも新学習指導要領が全面

実施となります。学習指導要領のねらいを実現するた

めに，その趣旨を踏まえた学習評価の考え方を理解し，

妥当性，信頼性のある学習評価を行うことが大切です。 

教育センターでは，10 月に小学校の各教科・領域の

「学習評価の進め方」(手引き)を Web 発信しました。

２月には，中学校の各教科・領域の「学習評価の進め

方」(手引き)を Web 発信する予定です。ホームページ

からダウンロードできますので，是非お役立てくださ

い。        http://www.saga-ed.jp/kenkyu/hyouka_jirei/ 

指導と評価のポイントを分かりやすくまとめ，学習評価事例も掲載しています！ 

教科・領域ごとにダウンロードできます。 

一括ダウンロードもできます。 

「研究・調査」の「学習評価の進め

方(手引き)」をクリックします。 

【小学校の各教科・領域】 

【中学校の各教科・領域】 

 

国語の学習評価のポイント 

掲載している事例 

■「話す能力・聞く能力」「書く能力」「読む能力」の
各観点で，基礎的・基本的な知識・技能と「思考・判
断・表現」とを合わせて評価します。 
■指導事項に応じて評価の仕方及びその記録の残し
方を工夫し，効率よく丁寧に評価します。 
 

 「読むこと」領域や「書くこと」領域の指導において，
生徒の学習状況を,ワークシートの記述等に照らして評
価する事例を紹介しています。 

「学習評価の進め方」(手引き)の主な内容 
 ■学習評価の基本的な考え方 
 ■教科目標・評価の観点とその趣旨・学習評価の進 
  め方・学習評価事例・よくある質問Ｑ＆Ａ 

教科ごとに，具体的な学習評価

の事例を掲載しています。 

 と，創意工夫を生かした音楽表現をするために必要 

 な技能についての見極めをすることが大切です。 

  「鑑賞の能力」の評価では，生徒の発言やワーク 

 シートの記述による評価が特に重要となります。題材 

 構想の際に，言語活動や評価する場面を適切に位置付 

 けることが大切です。 

 
具体的な評価方法例と留意点 

  「観察」「ワークシートの記述」(批評文の記述) 

 「演奏」「作品」「レポート」「ペーパーテスト」「実 

 技テスト」による評価方法と留意点について記載し 

 ています。適切な場面で，適切な方法による評価を行 

 うことが大切です。 

  「実技テスト」では，題材の学習の中での発表と 

 して位置付け，個々の生徒の音楽表現の技能や創意 

 工夫のよさを学級全員で共有できるような配慮が必 

 要です。 

 
学習評価事例 

  「音楽表現の技能」と「音楽表現の創意工夫」の 

 評価の進め方が分かる事例(「おやおやおやさい」と 

 いう絵本を教材とした創作の題材を紹介)の他，２つ 

 の具体的な事例を紹介しています。 

評価の観点がこれまでと変わったところ 
  従前の「表現」という文言は「音楽表現」に改め 

 られました。思考・判断したことを言語表現するこ 

 ととの違いを明確にするためです。「音楽表現」とは， 

 実際に「歌ったり，演奏したり，曲を作ったりして 

 表す」ことを指します。また，これまでの「音楽的 

 な感受や表現の工夫」の観点は，「音楽表現の創意工 

 夫」として，表現領域における評価の観点となりま 

 した。 

 
評価を行うに当たっての留意点 

  「音楽への関心・意欲・態度」の評価では，挙手 

 や発言の回数，授業態度の善し悪しや忘れ物の有無 

 等だけでなく，学習の対象に対する関心や意欲を適 

 切な頻度で多面的に評価します。 

  「音楽表現の創意工夫」の評価では，どのように 

 音楽を表現したいのかという思いや意図を，活動中 

 の行動の観察やワークシートの記述等も手掛かりと 

 して評価します。 

  「音楽表現の技能」の評価では，生徒が実際に歌 

 ったり演奏したりしている状況を評価します。全て 

 の生徒の状況を確実に把握するような工夫をするこ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
問い合わせ先 研究課 研究調査担当   ＴＥＬ：0952-62-5214(直通)   メール：kenkyu@saga-ed.jp 

 

社会の学習評価のポイント 

掲載している事例 

■「思考・判断・表現」では，事実や情報を基に多面
的・多角的に考察した過程や結果をどのように表現し
ているのかを，総合的に評価します。 
■分野により位置付けや重視される観点が異なるた
め，小単元ごとに重点を置く観点を設定します。 

 「社会的な思考・判断・表現」の評価の仕方が分かる
事例を，地理的分野・歴史的分野・公民的分野ごとに紹
介しています。 

 

数学の学習評価のポイント 

掲載している事例 

■「数学的な見方・考え方」では，見いだした数や図
形の性質やそれらが成り立つ理由の説明・解釈をどの
ように表現しているのかを，総合的に評価します。 
■小単元ごとに観点別評価の焦点化を図りながら，単
元全体としてバランスよく評価します。 
 

 単元全体の指導計画における観点別評価の進め方が
分かる事例や，１時間における具体的な評価方法につい
ての事例等を紹介しています。 

 

理科の学習評価のポイント 

掲載している事例 

■「科学的な思考・表現」では，事物・事象を基にし
た探究的な学習の中で，いかに科学的に思考し，それ
を表現しているのかを評価します。 
■「技能」では，観察・実験時の行動観察や結果の記
録方法，パフォーマンステスト等を基に評価します。 

 単元全体の指導計画から評価の実際までの事例，科学
的な思考・表現の評価の事例，自然事象への関心・意欲・
態度の評価の事例等を紹介しています。 

 

美術の学習評価のポイント 

掲載している事例 

■身に付けさせたい力を明確にし，具体的な活動の姿
を評価規準として設定します。 
■「発想や構想の能力」「創造的な技能」は，制作が
進む中で徐々に現れるものであるため，制作初期から
の生徒の様子や作品の変容を見取り評価します。 

 単元全体を見通して，具体的な評価の方法が分かる事
例(鑑賞や表現の題材)等を紹介しています。 

技術・家庭の学習評価のポイント 

掲載している事例 

■技術分野では，地域や学校の実態，他教科との関連
等により履修学年や指導内容が異なるため，題材の目
標を明確にした指導と評価を行うことが大切です。 
■家庭分野では，内容相互の関連を図った題材を構成
して，指導と評価を行います。 
 

 内容の関連を図った題材(「材料と加工」と「情報」，
「食生活」と「消費生活と環境」)における，指導と評
価の方法が分かる事例等を紹介しています。 

 

保健体育の学習評価のポイント 

掲載している事例 

■体育分野・保健分野ともに，内容のまとまりごとに
評価の観点が異なります。 
■「運動についての思考・判断」では，知識を活用す
る場面を設定する等指導を工夫し，学習ノートの記述
や発言等，観察したことを基に総合的に評価します。 

 体育分野における「思考・判断」「体育理論」，保健分
野における「健康・安全についての思考・判断」の評価
の方法が分かる事例等を紹介しています。 

 

特別活動の学習評価のポイント 

掲載している事例 

■生徒の実態を踏まえ,各学校で育てたい態度や能力
に応じた適切な評価の観点を設定します。 
■生徒に自信をもたせたり意欲を高めたりするため
に，生徒の努力や意欲を積極的に認め，よさや可能性
を多面的・総合的に評価します。 
 

 集団の一員としての思考・判断・実践を評価した事例
(学級活動(２)「適応と成長及び健康安全」)等について
紹介しています。 

 

外国語の学習評価のポイント 

掲載している事例 

■「外国語表現の能力」では，自己表現活動を単元計
画に多く取り入れ，その活動を評価します。 
■「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」では，
活動に取り組む様子や，活動を継続させようとする努
力の様子等を評価します。 
 

 単元全体を見通して，学習評価の進め方が分かる事例
や，スピーチ活動を中心に４技能を関連付けた活動事例
を紹介しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  優秀賞  佐賀県立太良高等学校  校長 白水 敏光 代表 教諭 南 一也 

   研究主題 高等学校における特別支援教育の推進の在り方 

     -すべての生徒のための「できる授業」づくりを通して- 

  奨励賞  多久市立東部中学校   校長 大谷 清純 代表 教諭 渡辺 明美 

   研究主題 命を大切にし，思いやりの心を育てる学校づくり 

     -「生と死を考える授業」を通して-  

 

  優良賞  唐津市立湊小学校  教諭 吉田 奈美 

   研究主題 主体的に人や自然に関わり，地域のよさに気づき・考える総合的 

     な学習の支援の在り方 

     -地域とともに生きる児童の育成をめざして- 

  奨励賞  多久市立納所小学校   教諭 岩﨑 達義 

   研究主題 学ぶ楽しさを実感し，確かな学力を身につける児童の育成 

     -探究的学習を通して-   

    奨励賞  唐津市立厳木中学校   教諭 熊谷 吉朗 

   研究主題 生徒の学ぶ意欲を高め，思考力・判断力を育む社会科指導の実践 

 

 

優秀賞  武雄市立武内小学校    校長 八田 実   代表 教諭 中尾 通孝 

  研究主題 児童の対話能力の向上をめざすＩＣＴ機器の利活用の研究 

     

奨励賞  武雄市立御船が丘小学校  教諭 片渕 浩也 

  研究主題 授業での教師によるＩＣＴの有効的な活用に関する研究 

    -タブレットＰＣとプロジェクターを活用し理科において教育効果をあ 

     げるための実践研究- 

 

教育論文(校内研究・個人研究)部門 

ＩＣＴ活用実践研究部門 

  
問い合わせ先 情報課 教育課程支援担当 ＴＥＬ：0952-62-5238(直通) メール：shien@saga-ed.jp 

第13回教育実践交流会(２月１４日)のご案内 
 今年度の教育実践交流会は，「高める力量 広げる実践 ともに創る教育新時代」を 

テーマに，各種分科会やワークショップを設けています。教育論文等入賞者の表彰及び発表 

の他，より実りのある交流をしていただけるよう，それぞれの分科会は 90分間設定しております。 

 多くの先生方に参加していただけるよう，１コマだけ，午前中だけなど，一部の参加も可能です。申込み方

法や開催される分科会等，詳細は，１月上旬配布の案内及び教育センターホームページをご覧ください。 

【申込締切】平成 24 年１月 31 日(火) 多数のご参加をお待ちしております。 

 平成 23 年度も教育論文・ＩＣＴ活用実践研究の募集に多数の応募をいただき，ありが

とうございました。審査の結果，次のように入賞校・入賞者を決定しました。入賞した論

文は，教育実践交流会時に表彰及び発表を行い，３月に教育センターのホームページに掲

載します。入賞されたみなさん，おめでとうございます。 

昨年度の分科会の様子 

http://www.saga-ed.jp/shien/kouryukai/ 


